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結 核 の 組 織 反 応 に 関 す る 実 験 的 研 究
(第2編)

九州大学医学部第3内 科教室(指導沢田教授 ・貝田助教授)

曳

自 石 正 士

(昭和26年6月15日 受付)

(本論交の要旨は第25回日本結核病学会総会及び第2回 日本結僕病学会九州地方会に発表した)

緒 言

私は先に生結 僕菌 受び加熱 死結 核菌に よる組織反応 を

検討 し,死 菌において も乾酪化 を伴塗)ない結 節形成 を見

たの今回は結撲菌菌 体成分 に よる組織反応を分析的 に究

明 しよ うと考 えてつぎの実験 を行 つた◎

実 験 方 法

第1編 と同 じであ るe

実 験 成 績

人型結 核脱脂菌注入実験

L肉 眼的所 見

・一群 注射 後生 じた硬結 は消失す ることな く8～14日

聞にすべて排 濃を見 る"そ の後痂皮 を形成 し22～25日 目

,には搬痕 を留めて治癒す る瀞
謬

壕群 注射 後生 じた硬結 は4～5日 目に排膿 し,痂 皮

を形成するが16～181刑 には癩痕を留 めて治癒す るe

2・ 組織標本所見

5H目 一群 説 と して顯粒細胞 よ り成 る限局性浸

潤 趨を示 し,中 心部 は捜濃縮像 を認 める鞭少数 の円形細

胞 を見 る導菌体 は多数見受けられ る鶏+群 浸潤櫨は

一群に比べ遙 かに広範 であ り,表 皮は破れて排膿 した跡

が あ るゆ騒粒細胞が多数認められ るが核の崩壊 した もの

が 多 く小円形細胞赤血球が混在す る鞭なお類上皮細胞が

か な り多数認め られ,捜 が集 合 して巨態細胞 に類す るも

のを2～3敬 見す るCt並L管壁は肥厚 し菌体は激減 していf'

る箒 ・ 脇

憩 日揖 一群 主 と して類上皮細胞 よ り成 る結 節形

成 を見,結 節 の閥に小円形細胞穎粒細胞 を見 るが後 者は

5日 昌に比べ著 しく減 少 してお り,核 濃縮捜暦片の敬在

等 の退行 性変化が菩 しい◎ 出血 は著明 でな く繊維化 の傾

向が見受け られ る鞭菌体 は激減 し殆ん ど認め得 ない。

+群 一群 に比ぺ出血像著 しく1血管壁 の肥厚 内腔 の拡

張 を見 る。 また紡錘形細胞r緻 維 母細胞 と思われ る)を

多数 に認め,繊 維化が著明で結 締織 の新 生を見 る0

20日 員 緻 維化が 程度 を増 し血管壁は肥厚 し毛 細血管

の新 生像を見る◎類 転皮細胞結節は著明 とな り紡 錘形細

胞 の遊 出を層 し顯粒細胞 は著減 し残存せ るもの も退行性

変化 が著 しい瀞+群 は一群 よ り繊維化が高度 である◎

30日 目 両群 と ぜ、に顯粒細胞 は消失 して類上皮細胞

結節が残 り,組 織中の細胞 の遊出は疎 になつてい る◇績

締織 の増殖著 し。

45H目 両群 ともに厚い新生結 締織 層を生 じ類上皮

細胞が多数美 しく排列 し少数 の小円形 細胞 を 混 じでい

る。

人型結捜菌燐脂質注入実験

1肉 眼的所見

両群 ともに同様 ¢)経過を坂 り,接 種後生 じた小豆大の

硬 結はその ま 工変 化することな く10～12日 目に排膿 し,

以後痂皮 を形成 し20日 目には綴痕 を残 して治癒する◎

2組 織標本所 見

5日 目"一 群 は穎粒細胞の著明な浸潤 出血があ り,

周辺 部には類上皮 細胞が少量散在す る。+群 は上記所見

の外組織球 様細胞繊維母細胞 と思われ る紡錘形細胞が少

数混在 しているΦ 巨態紬胞 を数個認め3〈)6個 の核 より

な り胞体はエオジ ンで淡 く赤染 しているが核は辺在する

ことな く中心 部に集つているΦ

10臼 口 両群 ともに中心部は出血著 しく顯粒細胞密

集 しその核は染色不艮で崩壌 した ものが多 く核暦片散在

して退行性変化 を示すゆ5～18個 の核 を有する巨態緬胞

が異物型 ラ氏型 ともに数 個宛 見受け られ,胞 体中に空泡

を有す る ものを見 るゆ

15日 目 両群 とも顎粒細胞は吸収 されて著 しくその

数 を減 じ,類 上皮 細胞小円形細胞が多数出現 している¢

繊盤化が著 明であ り汚 褐色 を黒す る陳旧性幽血竈 を所 々

に認め る⇔+群 に巨態細胞 を数個認め る◎ ・

20日 目 一群 顯粒細胞少な く類上皮細胞の結節を

生 じ小円形細胞赤血球紡錘形細胞 とともに混湧肖芽竈を

形成 し繊維化 の傾向著明で数 個の巨態細胞を認めるo

+群 顯粒細胞密集 し岡囲 に栢土皮細胞 淋巴球が多数散

在 し結締織 の増殖が著 しい♂顯粒細胞が多数存在す るの

は この標本 の皮下注入部位が深 く排膿 しなかつたため未

だに残存す るもの と想像され るe2～5個 の核 を有する

巨態細胞を認 め,顯 粒細胞 を胞体 内に入れ るもの1個 を

認めた◎

加 日目 一群 皮下結締織 の増殖著 しく類上皮細胞

結節の形成著明 で紡錘形細胞星 ど状細胞が網状に連つて

見 える部分があ る窃細胞 は密 集せず に疎に 存在 してい
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る。 。

十群 皮下結締織 の増殖著 しく類上皮細胞が美 しく排

列して結節を形成 し・小円形紬胞紡錘形細胞が混在 して

いる。所 々に出並L竈が残存 し巨態細胞 を1個 認め る・

45日目 両群 ともに殆ん ど結編織化 し類上皮細胞小円

形細胞が多数存在 して結 節を形成 してい る。毛 細血管 の

新生像を認める心

人型結核菌臓脂質注入実験

1肉 眼的所見

両群 ともに注射後生 じた硬結は残存 し6～7日 目に排

膿痂皮を形成 し10～12日 目に硬結消失 し一群は20日 目+

群は16～18日 目に癩痕 を残 して治癒す る。

2組 織標本所見

5日 目 主 と して顯粒細胞の浸潤 であ り出血竈 を所

所に認め少数 の類上皮細胞 を見る。

10日目 穎粒細胞は退行性変化 に陥 るもの多 く出血

ボ著しい◎辺縁部に類上皮細胞 を多数認め淋 巴球 も存在

し著明な繊維化の傾 向を認め る。

15日目 顯粒細胞殆ん ど消失 し類 一上皮細胞結節 を認

め紡錘形細胞多数に出現 して繊維化が著 しい。+群 はな

お出血竈存在 し巨態細胞を数個認め る。

20日 目 穎粒細胞消失 し類上皮細胞結節が 不定型を

な して所々に見られ繊維化が著明である。+群 に毛紬 血

管の薪生像 と覚 しきものを見る糠

30日 目 結締織の増殖著 しく遊 綴紬胞は清試 されて著

しくその数を減少 し,類 上皮細胞 も密 集す ることな くき

ツしいに排列 してお り,血 管の新生 が著 しい◎

45日 目30日 目所 見と略 ミ同 じである。

人型結捜菌脂肪 注入笑験

1肉 眼的所見

一群6日 目に痂皮を造 り硬結があ るが10日 目には硬

結消失 し20日目には搬痕化 して治癒す る9

+群7日 目に痂皮を造 り硬結があ るが14日 目には硬

結消失 し16日 目には擾痕化 して治 憲す る。

2組 織標本所見

5日 目

細胞の出現を見る。

10日目 一i群

、

穎粒細胞の浸潤著しく繊血辺縁部に類上皮

穎粒細胞赤血球 は殆 ルど一掃 され紡

錘形細胞が多 く結 締織 の新生増殖が著 明である。類上皮

細胞は比較的少な く,血 管壁は著 しく肥厚 してい る◎

+群 顎粒細胞は殆 んど吸収 され てい るが出血 竈が残

存する。類上皮細胞紡錘形細胞が多数浸患 してい るが 一

群ほど著 しぐはない。

15日 目 主 として紡錘形紬胞小円形細胞の浸出を見

類上庚和胞は比較的 に少な㌧ぢ 繊維 化著明 で血管 の新劣

像を見 るc+群 に ラ氏 型巨態細胞を数餌認め る。

20H目15日 目と大差ないが類上皮紬胞が比較的に
ご

多 くなつてい る◎一群 に巨態紬胞を1個 認め るc

30日 目 両群 ともに類上皮細胞 小円形紬胞紡 錘形細

胞を見 るがその数 は著 しく減少 し結 締織が これ に代 つて

増殖 してい る。

45日 目 遊走 細胞は増 々その数を減 じ厚い新生結締

織層の形成 を見 るの

B・C・G・菌工 一テル可溶成分注入実験

1肉 眼的所見

一轟 注射 褒小豆～大豆大の硬結 を生 じこの硬結は

消失ず ることな く6～7日 目には排膿 して痂皮 を形成 し

その後硬結 は次第 に小 とな り14日 目には消失 して痂皮を

残すだけ とな り21日 目には癩痕 を残 して治癒す60

+群 一群 と殆 んど同様 に経過す るが17日 目には疲痕

を残 して治癒 する。

2組 織標本所 見

5日 目 顯粒紬胞 の広範な浸潤 及び蹴血像を示す。

10日 目 顯粒細胞は減少 し残存す る もの も核濃縮崩

壊等 の退行性変化 を示す◎単球紡錘形細胞小円形 細胞が

かな り著明に出現 してい る。血管壁は肥厚 し斑血竈は残

存す る。

15日 目 類上皮細胞小円形細胞紡錘形細胞 及び残存

す る顯 粒細胞 描血竈が混合 して肉芽竈 を形威 してい る◎

+群 に ラ氏 型巨態細胞 を多数に見 る。

20日 目 一群 顯 粒細胞は殆ん ど消失 して類上皮細

胞が大部分 を占めて結節 を形戊 している心繊維化薯明で

紡錘形細胞小円形細胞が散在す る◎

+群 一群 と殆ん ど同様の所 見を呈す るが ラ氏 型巨態

細胞が多数見受けられ,概 ね10～20個 の核 を有 し捜 の偏

在 する もの環状に排列す うものが多 く,胞 体はエオジン

に淡染 し無構造様 の もの察泡を有す るもの網状 をなす も

の等が 認められた倉

30H目 類上皮細胞結節依然 と して存在 し新生結締

織 層の増殖著 しく毛細血管 の新生儀を認 める鎌一群に巨

態細胞 を1価 認める0

45日 目 結締織 の増殖増 々著 しく類上皮細胞結節 の

中に紡錘形細胞小円形細胞が混在 し多数の ラ氏 型巨態細

胞 を+群 に認める糠

鳥型菌工一テル可溶成分注射笑験

1肉 眼的所 見

一群 注射 僕生 じた硬結は次策に小 さ くな り8～ ユQ日

目には痂 皮を形成 し20日Hに は綴痕化 して治癒す る。

+群 注射 後生 じた硬結は消失 せず7～8日 目痂皮 を

形戚 し只後硬結は次第に小 さ くな り14HMに は全 く消失

し16～18日 属には搬痕化 して治癒す るes

2組 織標本所見

5日 目 顎粒細胞 の限局牲浸潤 及び掲i血像を示す9

顯粒細胞は既に追行性 変化の傾向を示 し類上皮細胞 の浸

出 を認 め る瀞.

IO日 目 顎 粒細胞は著 しく減 少 し紡錘形細胞が殖え

て繊維 化の傾 向を示す。

XsH麟 顎粒 細胞 は著減 し類土皮細胞の浸出が著明

～45一
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である窃紡鐸形細胞星芒状細胞多 く繊 維化が著 明となつ

てい る◎繊血簸存在す。+群 に ラ氏型 巨態細胞 を多数 見

受け るΦ

20H〔 一群 類上皮細胞淋巴球赤血球紡錘形細胞

及 び少数 の顯粒細胞が限局性 の渥溝肉芽 竈を形成 し,異

物型 と思われ る巨態細胞が 多数出現 している。す なわ ち

捜は5～10飼 胞体 の申央に集つているas

+群 一群 に比べ繊維化が高度 で穎粒細胞消失 し巨態

細 胞を見出 し得ない。 璽

30H月 繊維化高度 とな り血管壁 の肥厚が薯 しいも

+群 に巨態紬胞を1個 認 める◎

45日 目 一群 厚い新生結締織層を形成 し類上皮細

胞紡錘形細胞 を主 とし,少数 の淋巴球 穎粒 細胞 を認 める◎

+群 一群 と略 ≧同 じであるが,類 上皮 細胞 に比 して

紡錘形 細胞多 く瓢粒細胞 を認めず,巨 態細胞を1個 認め

る。 ニ

チモテー菌工 一テル可溶成分注入実験

1肉 瞑的所見

一群 注射後生 じた大豆大の硬結 は小豆大 とな るが そ

のまX消 失せず7～8日 目に排膿 して痂皮 を形成 し13日

目には硬結消失 し20日 目には癩痕 を残 して治癒す る◎

+群 注射後 生 じた硬結はそのま エ消失す ることな く

4～ .5日 昌に排膿 して痂皮 を形成 し10H目 には硬結消失

し13日 目には癩痕 を残 して治癒す る。

2組 織標本所 見

5日 目 籟粒細胞 の浸出出血像著明◎類上皮細胞 を

少量 認め る。 夢

10日 爵 二群 扁平上皮層の脱 落を見 る。顎粒細胞

は著減 し類土皮細胞紡錘形細胞の浸斑薯 しく出血像 も著

明であ る○皮下結締織層の肥厚を見るゆ+群 一群に比

べ出血豫が著 明でないが既 に著 しい繊維化があ り,そ の

周に類 上皮細胞繊維母細胞 を多数認 め,顯 粒細胞 は非常

に少な く核 も破製 され て贋 片散在す るものが多い。細胞

浸潤 の辺縁部に ラ氏 型巨態細胞が多数見 られ,7～20個

の捜 を有 し胞体 内に塞泡を有す るもの,核 の排列が環状

半環状不整形等色 々の種類が見られ る○核 は類上皮細胞

の!髪に酷似 してい る◎

15H得 繊維化が著 しくな り類 上皮細胞 紡錘形細胞

が殖 え少量の淋巴球 を見頴粒細胞 は殆ん ど消失 している◎

一群 にラ域 型巨態細胞 を散 見 し,形 は不規則な ものが多

ぐ大部分胞体内に空泡 を有 してい る0

20H目 主 と して類上皮細胞 よりな る広範 な結節 を

形成 し,そ の間 に紡錘形細胞 が 混在 し て繊 維化 が著 し

い。 欝血竈は1部 残存す るが顎 粒細胞 は殆 ん ど認め られ

ないゆ+群 に ラ氏 型巨態細胞 を少数認 める0

30日 目 頼 粒細胞 は全 ぐ消失 し皮下結締織層が著 し

く肥厚 し繊維 化著明で所 々に新生毛細血管像 を認め る◎

類上皮細胞は20日 目よりむ しろ減少 してい る。一群 に巨

態細胞 を多数認め る。1

45日 目 遊走細胞は 僑般的に著 しく,そ の数 を減じ
ね

結締織 の肥厚著 しくその中に類上皮細胞紡錘形細胞が散

在 してい るの

第3麦 各種 菌体 成分接種時 の ツ反応の推移

接 種 別1海 狸番警 3週 5週 7週

人F死 菌

151し/い8× 坤7x15

1521
…ゴ1・2× ・21・2x13

人F脱 脂 菌

3・-7x4レX7レX8

3・26×47xslzx4

!305
く

人F燐 纈 「刷 卜
1「 　7

人F蠣 脂 質

3・31

3・41 9

人F醐 ÷ ド

B.C.G、x一 テ

ル 可 溶 分

鳥型 菌孟一テル
可溶 分

135・i

352i

チ モ テ ー菌 ヱ ー

テ ル可 溶 分

3551
356卜

癒 「三=[]
358… 一

46

考 按

結 核結 節 の本 態 を究 明 しよ うと して,脱 脂結 核菌 及び

各 種 結 核 菌体 成 分 を使 用 して行 われ た 笑 験 は 多 いeSt-

rausu・Gamaleiaは 脱 脂 菌 に よ り結 節 の形 成 を認 めず,

Stembergは 加熱 死 菌 に 比 べ 結 節 形 成能 力が 著 し く劣

る と述 べ て い るが 多 くの学 者 は これ に反 対 し,結 核様結

節 の形 成 を証 明 して い るひ そ の際 結 節 形 成 を結 核菌 憲 素

に よ る特 異 反 応 で あ る とい5見 解 を と る者 にB◎ocardi

29)
,Giaxa30),EMgelhardt,Jaπ6鋤 等 が あ り肇 異物 反応

とす る者 にRay。a,Shlpn}aバ2),BaKmgarteB,森 等 が

あ る。

AneIaix:e「・s>はチ フ ス菌 肺 炎 菌連 鎖 状 球 菌 淋 菌 の エ ーテ

ル抽 出 物 に よ り結 節 の形 成 を 見ず 単 純 性炎 症 を起 し,結

核菌 の エ ー テ ル ク ロ ロ ホル ム抽 出物 で結 節 を生 じ夢脱 脂

菌 で は結 節 を生 じな い とい ㌔ 逆 にMoτsea,St◎tti粉

は ヱ ー テル 抽 出物 で は結 節 を見 ず,熱 可 溶 性 結核 菌 渥翻 旨

質 では 結節 を形 成 す る とな し,各 々結 節形 成 を特異 的 反

応 に 帰 して い る。しか しTschist◎witcW5)は パ ラ フ ィソ

で も結 節 を生 ず る とい い,Ray・k.Shipmaxxの ご ときは

すぺ て の結 核 菌 分体 成 分 に よ り結 節 を生 じ,牛 肝臓 の り

噂

幽
翫
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第4表i商 ∫検 所 見(実 験 傷弩始 後1∞ ～105日 目)

皿

棲
種
別

瀦核

慮
染

藩
狽
香
昇

・体 塑9 }主 亀 林 田腺 所晃 内 臓 前 昆

姦
始

聞時

〕7譲
月檀
綴崎

剖
検
碕

鼠 践 腋 窩 顎

下

銃

篭

鴎
閣暖

肺

魔

匹肝

職

一一
碑 臓

「初}
感
染

庵
左 右 左 右 病喪

一 ㎜ …

メこきし倣朔
1

軽3一

人

F
生

菌
劾
囎

瀞

一

1 480 引O 450 肴 轡 掃 寸叶 唖帯 十 廿 '→十
十 十 155XlβXσ6

2.7廟

2 360 4り 360 轡 轍 什 " 廿 榊 十 一 脅 轡 弔)Xし7Xσ5 3.2
3 550 560 490 十 轡 十 骨 十 御 什 十 一 十 50刈7×5 L6
4 550 550 ら50 什 十← 什 十 †t 竹 禰 一 十 轡 43×23×7 33

㎜

5 42◎ 450 4」0 轍 十 胴 ン 十 廿 暦 紳 十 十 響 38×20メ5 2.0

十

め1 500 鋼 480 耕 一 十 一 一 一 什 十 一 →十一 32刈7メ4 L3 μ
τ02 42◎ 450 420 轡 一 一 一 一 轍 幽 ナ 十 響 35×20×6 21 μ
103 40◎ ・430 38◎ 轍 一 '十 一 一 一 榊 一 卿 輯 45×24×9 34 ～ .

1
「

1C4 500 53◎ 500 →冊 締 一 濁 掴騰 一
『 十 十 せ 42メ23メ6 32 μ

105 490 490 470 鮒 十 紳 ' 一 噛 一 一 一 暦 3外刈7メ3 !.3 .候
}T

死

菌

一 151 450 480 500 什 ナ 十 一 一 呼 一 一 一 一 28メ14ト メ2 σ7
152 520 520 550 一 一 一 十 " 一 一 一 一 一 30Xl6×3 09
201 鞠

}

440 姻 令1轡 暦 十 士 十 強十 骨 ± サ 34叉17×4 13 μナ

202 500 52◎ 480 嚢
}

十;+ ナ 一 一 十 廿 十 4Zメ 、23x5 Z8 伽

脱
脂
菌

一
301 420 420 450 十i+を 十 十 一 一 ' 一 一 一 28刈4×2 07

一 一 ワ

302 590 40◎ 430 ナL一 一 一 一 一 一 一 一 一 23刈2×2 04

十
4切 430 430 430 →†{寸 † 十 十 十 暦 一 一 竹 十 32刈6×3 lJ 斌

4ρ2 52◎ 480 500

{
→廿 ヒ を =ヒ 十 一 一 {1一 十 一

25Xl4メ3 α9 T《

人
戸

燐
脂

贋

3◎5 380 伽 430 +に 二 一 一 一 一 一 ト 一 一 30Xl6×3 σ8一

306 430 450 ㈱ 封+ ' 繭 一 一 霧
翻 一 一 3◎其15メ2 α8

十
405 520 500 460 骨 封 一 一 一 十 前

}{…

サ 轍 斜XlgX5 26 御
406 450 450 470 辮 十 一 一 一 紳 響 一 一 一 23Xl3×3 σ5

弓

μ
人

戸
1蝋

脂

複

一 3◎3 52◎ 520 5go 一 一 』 一 一 一 一 一 一 i 一
321風16×3

[σ6

304・ 4く)O 430 47◎
一 劇 一 一 一 ゆ 一 一 一 嚇 23剛5×2 σ5

ぐ
弼 470 鞠 40σ 州 轡 一 曾 十 →+。+rl轡 ・1

』
十 轡 娼x2朕9

…

50 陶

姻 45《) 450 390 一 轡 一 一 十 ' 一 ' 一 一 27刈5×3 13 摂

人

F

能

肪

一
309 530 550 570 ' 一 一 一 一 一 一 一 一 "嚇 3◎刈6×3 os

310
1

、

46σ 470 50◎ 一 一 一 '御 一 一 ' 一 一 一
30Xl5×2 σ8

ナ
}40ア 50σ 51σ ・50◎ 轍 十 帯 榊 禰 ← 獅 赫 十 骨 27X掲X7 1.7 μ

4イ)8 碗 430 400 婦 十 ' 一 一 輯
一

一 十 響 琳 砺X25×7 a5 μ
可 β

死
歳干

分詫

一
351 ε3ρ 53σ 55σ 一

一== ド

_ 一 十 一 二「 ～ 一 ～
… 一 寒

28Xl5x3ilゆ

352

…

550 56◎ 580 一 バ 十 げ 一 一 一 一 一 一 葬
25刈4×2α7

ナ
450 ㈲ 細 廿 一 暦 の一騨一麟

環

一 竹 十 一 一 十 28刈6×3 し0 N

520 480 490 締 十 一 網繭 ヴ ド † 十 一 一 十 28Xl8×5 肩 N皿

干.集

濡 型

護曹
分ら2

一

嚇 355 56◎ 560 5蓼o

}

一 = 一 一 一
耀

一 四一 蝋 一 一
30刈5×2

野αら

356 42◎ 450 細 ♂ ' 一 一 一 噸一 一 一 一 一 32Xl7×3 α6

十
穿55 380 400 36◎ ヤ 十 一 一 す 脅 一 搬 十 骨 50x24x8 4◎ N

456 420 4ろ0 姻 緋 十 ' 紛 十 。+卜 廿 嚇 愉 轡 41×21×4 22 鴛

干チ
元う

瓢
騨

一 357 蜘 55◎ 570
一 一 一 一 一 一 一 一 一 ～ 28刈5x2 α6

『

358, 45◎ 470 500
一 一 一 一 一 一 h 一 一 一 32刈7×2 08

十
457 4Sol4ろ ◎ 450 暦 十 一 一 一 榊 桝 帯 「 捧 28刈8x4 13 ～

458 580 52C 引◎ 卦 セ レ 触 一 轡 榊 せ 一
州29Xl8x4 14 N

噂 ・
}

表 中Vlま 宿 瘍 ■形 放 疑 溜 癒tご δ舶のNは 痴 嬉 化 して肉 膿 的`こ殆 ど 潟 癒 朕 鍵1こタ 勧 の

～47・ ・一 一



ボイ ドで も結節 の形成 を見 ることよ り,か ふる結節形成

は単な る異 物反応 に過 ぎぬ と述べ てい る◎

Sabin等 は このよ うに結節形成に関 して諸説 の一致 し

ない理 由を化学的分析 の不充分な為であると し,Ander-

sexxt4:の詳細 な実験か ら得 た各種の菌体成分 を使用 して

広般な笑験 を系統的 に行い,燐 脂質 に上皮性細胞及び巨

態細胞 の生成能力が あ り,蝋 質は繊維芽細胞増殖性に働

きアセ トン可溶成分は結締織 の増殖,多 糖類は白血球,蛋 。

白質は形質細胞増殖性 に作用す ると主張 した心 しか し後

に蛋 白質燐脂質 ともに穎 粒細胞期 に次い で類上皮 細胞が

発現 し,し か もIE常結 懐海狸 ともに現われ るが結 核海狸

の方 に反応が強 く発現す ることを認 めてい る鑛かつ最初

は燐脂質に よる動物のAne卿e化 を否定 したに もかxわ

らず後には肯定 してお り,燐 脂質以外 のもので も結節 を

生ず るのは燐脂質中 のPhtionsi£nreが 他の調分 に も混在

してい るためであろ うと述べてい る◎RouletはSabin

等 の得た燐脂質 をさらに純化 したもの を用い,結 節 をよ

り早 く形成 したがAIIergie化 を見ず正常結桜両動物問

におけ る相違 は認 めなかつた とい う○

私の実験 では脱脂菌体 注入所見は死菌の場合 と殆 んど

異 るところな く非定型的K向ch氏 現象を示 し,ツ反応は

弱陽性 とな り20日前後で結節 の形成を見た*脱 脂菌以外

の菌体成分 を皮下に注入 した場合肉眼的所 見では結 核海

狸の反応が正常海翼の反応 と伺 じか または幾分早 く経 過

す るように見えたが,組 織標本所見では両者 の糊に殆 ん

ど差異を認め難 く,燐 脂質 を使用 した場合 もSa}海 等 の

い うよ うな両者 の醐 の反応の強弱は な くR{)ulet}森 等 の

見解に一致す るゆす なわ ち結 核菌菌体成分 を注人すれは

まず顯粒 細胞反応が起 り次いで類上及 紬胞巨態細胞1異

物型 ラ氏 型の両者 を含むノが 出現 して2～3遡 鵜 で結節

を形成 し,そ の後次第に繊維化著 しくな り新生結諦織 を

形成す るに至 り,こ の醐時懸的に も反応 の強弱牲質に も

正常結捜両海狸 の問 に差違はない。 この際生り一る結 捜様

結節は撒維化の傾向が著明 であ り多数 の血管新生を羅め

乾酪化は全 く存在せず類上皮細胞 の結節様集族窟の中に

緻維 母細胞淋巴球が多数に混在 し辺縁部に多励の ラ氏型

巨態細胞 を認 め生菌に よる結節形成 とは署 しくその趣 を

異 に している○森は結 捜菌各種菌体成分 に よる反応は脱

脂 菌体 のそれ と一致 し,単 なる異物反応 であつ七燐脂質

だけが結節形旗 と特殊関係があ るとは思 わない とい うが

蓋 しか 玉る所 見から見れば私の実験 も全 く献 を…にす る

ものであ る窃 しか し巨態細胞は梢 ζ異 な る所見 を示 し人

型結 捜菌燐脂 質及 び螺脂質 に最 も早期 にす なわ ち皮下 注

入後5Hで 多童の餓現 を認めた◎剖検所見1こおいて も脱

脂菌及び燐脂質を使場 した場 合軽度 の淋巴腺腫張を示 す

ものがあつたが柔 か く乾酪化等 は勿論 な く内部臓器には

全 く何等の変化 も認め られなかつ たewPl網er¢}は 補体

結合反応洗降反応 よ り,戸 田教授物は感染防禦力の立場

よ り燐脂質の免疫元性 を証明 したがAIIergie化 ほ沓矩

してお り・私 も脱脂菌以外の菌体成分では ツAIIergieを

認め得 なかつた◎

武田教授 は結核性抗元ばか りでな ぐ血清卵自あるいは

純 アル ブ もンの如 く全 く燐脂質 と関係のない物質にょっ

て も・一一・・定のAIIergie化 の状態 において一定の形体を有

す る抗元 の作用 と して,甚 だ微量 において 屯容易に類上

皮細胞結節 をAIIergie反 応 の組織豫 と して発生せ しめ

得 る ことよ り結核結節 もA11αgie反 応の通念に ょって

理解 さるべ き肉芽腫 に他な らぬ とい う◎ しか し私は結捜

及び正常海狸すなわ ちAtlergie化 された海猿 としから

ざる ものにおい てともに結節の形成が20日 目頃起 るのを

認め・類上皮細胞 の ごとき も正常動物 においてAllergie

化 の起 らぬ3～5日 目頃 より生ず るのを見た。最近天野

平田1物ま燐脂質を正常家 兎皮下 に注入 し超生体並びに固

定伸展観察法 によ り148時 聞後 には既 に単球 より類上皮

細胞 を生 じ5日 目頃 には ラ氏型細胞へ と移行す るのを認

めてお り,生 田:ζ{りは被覆硝子 を皮下に注入す る丈で2～

3H目 には犀球 より異物巨態細胞 を生ず ると述べているc

かか る見地 より類上皮細胞は個体のAIIergie化 を待つ

ことな く発現す る ものと思われ,異 物の化学的乃至機械

的刺 戟に対す る異物反応 と解 さるべ きであろ ㌔ しかし

燐脂 質の注射 によつて早期 に ラ氏 型巨態細胞 を生ずるこ

とはその免疫性 も認め られてい ることを考 える時,も組織

学的に異物反応的要素大 といえ ども,そ の特異性を全 く

否定 し去 ることはできない◎

結 論

脱 脂菌体注入所見は死菌の場合 と殆 んど向 じで,ツ 反

応は2ケ 月間 の観察期周中弱陽性 を示 した。
ジ

他 の各種菌体 成分 による皮慮組織反応は生結捜菌の場

合 とは著 しくその趣 を異 に し,繊 維 化治癒 の傾向が強く

正常及び結 撲海翼 の聞 に差異 を殆ん ど認 めず,そ の際生

ず る類上皮 縞胞結節は菌体成分が異物と して与える化学

的乃至磯械的刺戟 によ り生 じた もの と考 えられ る¢なお

巨態細胞は異物型 ラ氏 型共に生 じ,入 型結捜菌燐脂質及

び蝦脂 質に最 も早期にすなわち δ日目に既 にその発現を

見た○

鋼検 の結果脱 脂菌体 及び燐脂質 を使胴せ るものに軽度

の淋巴腺の腫張 を認 めたか,他 の肺臓 。肝臓 ・脾臓 。腎

臓 ・腸等の主 要臓 器には どの菌体成分 によつても全 く変

化 は認め られなかつた礁
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